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2019シリーズのトピックス

　・SF のレース、マシンに対する世界的評価の高まり

　・新人7名を含む、7か国総勢20名のドライバーが参戦

　・さらにオーバーテイクが可能となる事をコンセプトに空力改善がなされたダラーラ第２世代車両

　・2016/17FIA F1安全基準に準拠したシャシーに、ヘイローをはじめとする安全の強化

　・スーパーフォーミュラ全7大会の内、第1戦・第5戦を除く5大会で併催

　・Honda、Audi、VolksWagen、Alfa-Romeoが参戦予定

　・視聴者数の多い17時～18時55分枠への移行

　・スタートから表彰式までレース全体の視聴と見所・詳細解説が可能に

　・世界の500万グランツーリスモユーザーにSF19をアピール

　・グランツーリスモSF19のe-sportsイベントを開催

■ 国内外の有力な若手選手が多数参入

■ 新型車両SF19デビュー

■ 待望のツーリングカーレース「TCRジャパン」開幕

■ BSフジ「決勝レース中継番組」の録画放送化

■ グランツーリスモにSF19が登場
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2019シリーズのご案内

ラウンド サーキット 日程
第１戦 鈴鹿サーキット   4月20日（土）～21日（日）
第２戦 オートポリス   5月18日（土）～19日（日）
第３戦 スポーツランドSUGO   6月22日（土）～23日（日）
第４戦 富士スピードウェイ   7月13日（土）～14日（日）
第５戦 ツインリンクもてぎ   8月17日（土）～18日（日）
第６戦 岡山国際サーキット   9月28日（土）～29日（日）
第７戦 鈴鹿サーキット 10月26日（土）～27日（日）

サーキット 日程
第１回 鈴鹿サーキット   3月  4日（月）～3月  5日（火）
第２回 富士スピードウェイ   3月26日（火）～3月27日（水）

鈴鹿サーキット

ツインリンクもてぎ

オートポリス
第1戦：4月20日（土）・21日（日）／第7戦：10月26日（土）・27日（日）
所在地： 〒510-0295 三重県鈴鹿市稲生町7992
問い合わせ先： 鈴鹿サーキット　TEL 059-378-1111（代表）
URL： www.suzukacircuit.jp

※第7戦は「第18回JAF鈴鹿グランプリ」として開催されます。

第5戦：8月17日（土）・18日（日）
所在地：
〒321-3597
栃木県芳賀郡茂木町桧山120-1
問い合わせ先：
ツインリンクもてぎ
TEL 0285-64-0001（代表）
URL：
www.twinring.jp

第2戦：5月18日（土）・19日（日）
所在地：
〒877-0312
大分県日田市上津江町
上野田1112-8
問い合わせ先：
オートポリス
TEL
0973-55-1111（代表）
URL：
www.autopolis.jp

富士スピードウェイ
第4戦：7月13日（土）・14日（日）
所在地： 〒410-1307 静岡県駿東郡小山町中日向694
問い合わせ先： 富士スピードウェイ本社　TEL 0550-78-1234（代表）
 富士スピードウェイ東京営業所　TEL 03-3556-8511（代表）
URL： www.fsw.tv

スポーツランドSUGO

第3戦：6月22日（土）・23日（日）
所在地：
〒989-1301
宮城県柴田郡村田町
菅生6-1
問い合わせ先：
スポーツランドSUGO
TEL 0224-83-3111（代表）
URL：
www.sportsland-sugo.co.jp

■ 大会開催スケジュール

■ 公式合同テストスケジュール

■ 大会開催サーキット

コース全長：4.563km

コース全長：4.674km

コース全長：4.801km

コース全長：5.807km

コース全長：3.704km

岡山国際サーキット
第6戦：9月28日（土）・29日（日）
所在地： 〒701-2612 岡山県美作市滝宮1210番地
問い合わせ先： 岡山国際サーキット　TEL 0868-74-3311(代表)
URL： www.okayama-international-circuit.jp

コース全長：3.703km
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2019シリーズのご案内

開催日 開催地 予選方式 決勝レース チケット販売開始 備考（併催）

Rd.1   4/20（土）～21（日）
三重県
鈴鹿サーキット

ノックアウト 250km 2/17（日）
・全日本フォーミュラ３選手権第1戦・第2戦 
・MFJ全日本ロードレース選手権（JSB1000）
・Enjoy Honda※1

Rd.2   5/18（土）～19（日）
大分県
オートポリス

ノックアウト 250km 3/1（日）予定 ・全日本フォーミュラ３選手権第3戦・第4戦・第5戦
・TCRジャパンシリーズ第1戦

Rd.3   6/22（土）～23（日）
宮城県
スポーツランドSUGO

ノックアウト 250km 4/20（土）
・全日本フォーミュラ３選手権第9戦・第10戦
・TCRジャパンシリーズ第2戦
・Enjoy Honda※1

Rd.4   7/13（土）～14（日）
静岡県
富士スピードウェイ

ノックアウト 250km 5/16（木） ・全日本フォーミュラ３選手権第11戦・第12戦
・TCRジャパンシリーズ第3戦

Rd.5   8/17（土）～18（日）
栃木県
ツインリンクもてぎ

ノックアウト 250km 6/22（土）
・全日本フォーミュラ３選手権第16戦・第17戦・第18戦
・MFJ全日本ロードレース選手権（JSB1000）
・Enjoy Honda併催※1

Rd.6   9/28（土）～29（日）
岡山県
岡山国際サーキット

ノックアウト 250km 8/26（水）予定
・全日本フォーミュラ３選手権第19戦・第20戦
・TCRジャパンシリーズ第4戦
・Enjoy Honda※1

Rd.7 10/26（土）～27（日）
三重県
鈴鹿サーキット

ノックアウト 250km 9/1（日） ・FIA ワールド・ツーリングカーカップ (WTCR)同日開催
・TCRジャパンシリーズ第5戦

■ 大会開催概要

ポール
ポジション 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位以下

1大会1レース 1 10 8 6 5 4 3 2 1 0

■ シリーズポイントシステム

※ 最終戦鈴鹿大会に限り、レースの勝者には通常ポイントとは別に3ポイントが与えられる。
※ 最終戦終了時点で、複数のドライバーまたはチームが同一のポイントを得た場合、高得点を得た回数が多い順に順位を決定する。

●ルーキー・オブ・ザ・イヤー：当該年度初参戦となるルーキードライバーが3名以上存在する場合、その中で年間獲得ポイント最上位の選手に贈られる。
●チ ー ム ポ イント：各チーム（エントラント）に所属するドライバーの獲得ポイントを合計。
   同一チーム（エントラント）に2台以上の車両が所属する場合は、上位2台分が得点対象となる。
   チームポイントには、ポールポジションのポイントは与えられない。

※1 Enjoy Hondaとは、ホンダ主催の「見て」「遊んで」「体感できる」家族みんなで楽しむイベントです。

■ シリーズ賞典
各レースでの入賞成績に応じて与えられるポイントの合算により、シリーズチャンピオンが決定。ドライバーとチームの2部門に全日本スーパー
フォーミュラ選手権のタイトルが懸けられチャンピオン獲得者には下記の賞典が授与される。
●年間チャンピオンチーム
 経済産業大臣杯（予定）
●年間チャンピオンドライバー
 ドライバーズチャンピオンカップ / 観光庁長官杯（予定） / 自由民主党モータースポーツ振興議員連盟杯
●ルーキー・オブ・ザ・イヤー
 トロフィー

■ 予選フォーマット
全レースにおいてノックアウト方式にて行われる。
※ノックアウト方式予選：走行を３回（Q1、Q2、Q３）に分けて行い、Q１全車出走、Q２上位12台、Q３上位８台と勝ち進む方式。
   昨年からの変化点。Q２出走台数が14台から12台に変更。

■ 決勝レースのフォーマット
全レースにおいて、250Km×１レース（90分のタイムキャップ制）の統一フォーマットを採用する。
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2019シリーズのご案内

 ●仕様変更の理由

・ SF19導入に伴いオーバーテイクシステムも新しい仕様に変更する
・ 戦略の多様化とバトル回数の増加を促す
・ 先行者の防御用としての使用を制限する

 ●仕様の変更点

・ 従来の20秒×5回から上限100秒の時間制とする
・ 時間内での使用回数は任意
・ 使用制限を導入し、OTS作動後に100秒間のインターバル(使用制限)を設ける

 ●ランプの表現

・ 残り100秒から20秒までは、グリーンの常灯
・ 20秒未満は、赤の常灯
・ 0秒で、消灯
・ OTS作動時は、点滅
・ 100秒間の使用制限中は、スロー点滅
・ OTS作動時は、リアコーションランプが連動

■ 安全面の強化
「2016/17 FIA F1セイフティレギュレーション」に準拠したシャシーに、安全デバイスのヘイローを導入するなど安全面の強化を図る。また、
緊急時の救出スキルの向上と平準化を目的に、救急のスペシャリストとなるドクター（メディカルエクストリケ―ションアドバイザー）を全戦で
配置する。

■ オーバーテイクシステム（OTS）の仕様変更

SF14用（左）　SF19用（右） 残り100秒→20秒 残り20秒→0秒
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ミディアムタイヤ ソフトタイヤ

SF19主要諸元

製作 ダラーラ・オートモービル（イタリア）
全長 5,233mm
ホイールベース 3,115mm
全幅 1,910mm
全高 960mm
最低重量 660kg以上
ギアボックス リカルド製6速パドルシステム
ブレーキ ブレンボ製キャリパー・カーボン製ディスク
ステアリングシステム KYB製電動パワーステアリングシステム
フロントサスペンション形式 プッシュロッド、トーションバースプリング
リアサスペンション形式 プッシュロッド
安全基準 2016/17 FIA F1 セイフティレギュレーションに準拠

メーカー／製造元／型式
本田技研工業/M-TEC製/HR-417E
トヨタ自動車/TRD製/Biz-01F

排気量 2,000cc
仕様 直列4気筒、ダイレクトインジェクション
過給器 ターボチャージャー（ギャレット製）
最低重量 85kg以上
出力 405kw（550ps）以上
出力制限方法 燃料リストリクターによる燃料流量制限

メーカー 横浜ゴム株式会社
サイズ フロント：270/６２０/R13　リア：360/620/R13

■ シャシー

■ エンジン

■ タイヤ

※2019年全日本統一規則により、各競技参加者が使用できるエンジンは、年間を通じ１基とする。
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2019年エントリーリスト

Car
No. ドライバー名 生年月日 出身地 チーム名

（読み） 監督 エンジン

1 山本 尚貴
Naoki Yamamoto 1988/  7/11 日本／栃木県

DOCOMO TEAM DANDELION RACING
（ドコモ ・チーム・ダンディライアン・レーシング） 村岡 潔 HONDA/M-TEC

HR-417E
5 福住 仁嶺

Nirei Fukuzumi 1997/  1/24 日本／徳島県

3 山下 健太
Kenta Yamashita 1995/  8/  3 日本／千葉県

KONDO RACING
（コンドー レーシング） 近藤 真彦

TOYOTA/TRD
Biz-01F

4 国本 雄資
Yuji Kunimoto 1990/  9/12 日本／神奈川県

7 アーテム・マルケロフ
Artem Markelov 1994/  9/10 ロシア

TEAM LEMANS
（チーム ルマン） 片岡 龍也

TOYOTA/TRD
Biz-01F

8 大嶋 和也
Kazuya Oshima 1987/  4/30 日本／群馬県

15 ダニエル・ティクトゥム
Daniel Ticktum 1999/  6/  8 イギリス

TEAM MUGEN
（チーム・ムゲン） 中野 信治 HONDA/M-TEC

HR-417E
16 野尻 智紀

Tomoki Nojiri 1989/  9/15 日本／茨城県

17 トリスタン・シャルパンティエTristan Charpentier 2000/  8/12 フランス REAL RACING
（リアル レーシング） 金石 勝智 HONDA/M-TEC

HR-417E

18 小林 可夢偉
Kamui Kobayashi 1986/  9/13 日本／兵庫県 carrozzeria Team KCMG

（カロッツェリア チーム ケーシーエムジー） 松田 次生
TOYOTA/TRD
Biz-01F

19 関口 雄飛
Yuhi Sekiguchi 1987/12/29 日本／東京都

ITOCHU ENEX TEAM IMPUL
（イトウチュウエネクス チーム インパル） 星野 一義

TOYOTA/TRD
Biz-01F

20 平川 亮
Ryo Hirakawa 1994/  3/  7 日本／広島県

36 中嶋 一貴
Kazuki Nakajima 1985/  1/11 日本／愛知県

VANTELIN TEAM TOM’S
（バンテリン チーム トムス） 舘 信秀

TOYOTA/TRD
Biz-01F

37 ニック・キャシディ
Nick Cassidy 1994/  8/19 ニュージーランド

38 石浦 宏明
Hiroaki Ishiura 1981/  4/23 日本／東京都

JMS P.MU/CERUMO · INGING
（ジェームス ピーエムユーセルモインギング） 立川 祐路

TOYOTA/TRD
Biz-01F

39 坪井 翔
Sho Tsuboi 1995/  5/21 日本／埼玉県

50 ルーカス・アウアー
Lucas Auer 1994/  9/11 オーストリア

B-Max Racing with motopark
（ビーマックス・レーシング ウィズ モトパーク） 本山 哲 HONDA/M-TEC

HR-417E
51 ハリソン・ニューウェイ

Harrison Newey 1998/  7/25 イギリス

64 アレックス・パロウ
Alex Palou 1997/  4/  1 スペイン

TCS NAKAJIMA RACING
（ティーシーエス・ナカジマ・レーシング） 中嶋 悟 HONDA/M-TEC

HR-417E
65 牧野 任祐

Tadasuke Makino 1997/  6/28 日本／大阪府

本田技研工業/M-TEC製エンジン使用チーム：5チーム9台
トヨタ自動車/TRD製エンジン使用チーム：6チーム11台

2019年3月2日現在
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DOCOMO TEAM DANDELION RACING

山本 尚貴
Naoki Yamamoto

生年月日 1988年7月11日
出身地 栃木県

主な経歴

 ドライバープロフィール ①

2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ チャンピオン
 SUPER GT（GT500クラス）  シリーズ チャンピオン
 日本プロスポーツ大賞功労賞獲得
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 9位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 7位
2016 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 7位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 14位
2015 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 5位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 3位
2014 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 9位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 4位

2013 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ チャンピオン
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 4位
 日本プロスポーツ大賞功労賞獲得
2012 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン シリーズ 11位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 5位
2011 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン シリーズ 11位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 9位
2010 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン シリーズ 7位
 ルーキー・オブ・ザ・イヤー獲得
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 8位
 日本プロスポーツ大賞新人賞獲得
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DOCOMO TEAM DANDELION RACING

福住 仁嶺
Nirei Fukuzumi

生年月日 1997年1月24日
出身地 徳島県

主な経歴
2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 参戦
 FIA フォーミュラ2 選手権 シリーズ 17位
2017 GP3 シリーズ3位
2016 GP3 シリーズ7位
2015 全日本F3選手権 4位
2014 フォーミュラ4 FCクラス チャンピオン
2013 全日本カート選手権 KF1シリーズ チャンピオン
 鈴鹿サーキットレーシングスクール・フォーミュラ(SRS-F)卒業
2012 鈴鹿選手権シリーズRMCシリーズ チャンピオン、ARTAチャレンジ シリーズチャンピオン
2011 鈴鹿選手権シリーズJ-RMC チャンピオン、ARTA Jr シリーズチャンピオン

2010 鈴鹿選手権シリーズJ-RMC チャンピオン
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3

KONDO RACING

山下 健太
Kenta Yamashita

生年月日 1995年8月3日
出身地 千葉県

主な経歴

4

KONDO RACING

国本 雄資
Yuji Kunimoto

生年月日 1990年9月12日
出身地 神奈川県

主な経歴
2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 9位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 11位
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 8位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 14位
2016 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズチャンピオン
 日本プロスポーツ大賞功労賞獲得
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 4位
2015 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 9位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 9位
2014 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 7位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 7位 

2013 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 10位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 5位
2012 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン シリ ーズ 13位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 13位
2011 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン シリーズ 10位
 SUPER GT（GT300クラス） シリーズ 7位
2010 全日本F3選手権 Cクラス シリーズ チャンピオン
 SUPER GT（GT300クラス） シリーズ 5位
2009 全日本F3選手権 Cクラス シリーズ 3位
 SUPER GT（GT300クラス） シリーズ 10位
2008 フォーミュラチャレンジ・ジャパン シリーズ チャンピオン

 ドライバープロフィール ②

2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 8位
 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 11位
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 11位
 SUPER GT（GT300クラス）シリーズ 5位
2016 全日本F3選手権シリーズ チャンピオン
 F3マカオGP 4位
2015 全日本F3選手権シリーズ 2位
 SUPER GT（GT300クラス）シリーズ 20位
2014 全日本F3選手権シリーズ 2位

2013 フォーミュラチャレンジ・ジャパン シリーズ チャンピオン
 JAF地方選手権F4東日本シリーズ シリーズ チャンピオン
2012 JAF地方選手権スーパーFJもてぎシリーズ チャンピオン
2011 全日本カート選手権（S-KF） シリーズ 4位
2010 OpenMastersKart（ARTAチャレンジ） シリーズ 2位
2009 NTCCUPシリーズ（Jr.MAX） シリーズ チャンピオン
2008 OpenMastersKart（KRP JUNIOR） シリーズ チャンピオンン
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TEAM LEMANS

TEAM LEMANS

アーテム・マルケロフ
Artem Markelov

大嶋 和也
Kazuya Oshima

生年月日 1994年9月10日
出身地 ロシア

生年月日 1987年4月30日
出身地 群馬県

主な経歴

主な経歴

 ドライバープロフィール ③

2018 フォーミュラ1 Renault Sport F1 Team Test driver
 FIA Formula2 Championship 5位
2017 FIA Formula2 Championship 2位
2016 GP2 Series 10位
 Toyota Racing Series 8位
2015 GP2 Series 13位
 Toyota Racing Series 8位
2014 GP2 Series 24位
2013 ATS Formula 3 Germany 2位
2012 ATS Formula 3 Germany 7位

2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 12位
 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 10位
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 12位
 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 3位
2016 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 2位
 ニュルブルクリンク24時間レース クラス優勝
2015 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 9位
 ニュルブルクリンク24時間レース クラス優勝

2011 Adac Formel Masters 4位
 Formula 3 Euro Series スポット参戦

2014 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 7位
 ニュルブルクリンク24時間レース クラス優勝
 ニュル耐久レースシリーズ クラス優勝
2013 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 5位
 ニュルブルクリンク24時間レース クラス 2位
2012 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン シリーズ 7位
 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 10位
 ニュルブルクリンク24時間レース クラス優勝
 バンセン4時間耐久レース 総合優勝

11
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TEAM MUGEN

ダニエル・ティクトゥム
Daniel Ticktum

生年月日 1999年6月8日
出身地 イギリス

主な経歴

 ドライバープロフィール ④

2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ スポット参戦
 FIA Formula3 European Championship 2位
 マカオグランプリFIA F3 ワールトカップ 優勝
2017 Formula Renault Eurocup 7位
 マカオグランプリFIA F3 ワールトカップ 優勝
2016 BRDC Formula3 Autumn Trophy Championship 2位
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TEAM MUGEN

野尻 智紀
Tomoki Nojiri

生年月日 1989年9月15日
出身地 茨城県

主な経歴
2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 7位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 3位
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 17位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 9位
2016 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 9位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 15位
2015 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 7位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 14位

2014 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 10位
 ルーキー・オブ・ザ・イヤー獲得
 日本プロスポーツ大賞新人賞獲得
 SUPER GT（GT300クラス） シリーズ 10位
2013 全日本F3選手権 シリーズ 4位
2012 全日本F3選手権 シリーズ 5位
2011 全日本F3選手権 Nクラス シリーズ 2位
2010 フォーミュラチャレンジ・ジャパン シリーズ 5位
2009 フォーミュラチャレンジ・ジャパン シリーズ 5位
 F4西日本シリーズ 5位

12
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REAL RACING

トリスタン・シャルパンティエ
Tristan Charpentier

生年月日 2000年8月12日
出身地 フランス

主な経歴

 ドライバープロフィール ⑤

2018 BRDC British Formula3 Championship 12位
2017 BRDC British Formula3 Championship18位
2016 Championnat de France F4 5位
2015 KICK Start Energy Ginetta Junior Championship 28位

13



 ドライバープロフィール ⑥
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carrozzeria Team KCMG

小林 可夢偉
Kamui Kobayashi

生年月日 1986年9月13日
出身地 兵庫県

主な経歴
2019 デイトナ24時間レース 総合優勝
2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 11位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 13位
 ル・マン24時間レース LMP1クラス 2位
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 7位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 17位
 FIA世界耐久選手権 シリーズ 5位
2016 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 17位
 FIA世界耐久選手権 シリーズ 3位

2015 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 6位
 ルーキー・オブ・ザ・イヤー獲得
 日本プロスポーツ大賞新人賞獲得
2014 F1世界選手権シリーズ 22位
2013 FIA世界耐久選手権（LMGTE）シリーズ 7位
 LMＧＴEマニュファクチャラーズタイトル獲得
2012 F1世界選手権シリーズ 12位
2011 F1世界選手権シリーズ 12位
2010 F1世界選手権シリーズ 12位

14
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ITOCHU ENEX TEAM IMPUL

生年月日 1994年3月7日
出身地  広島県

主な経歴

平川 亮
Ryo Hirakawa

 ドライバープロフィール ⑦

2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 5位
 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 2位
2017 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ チャンピオン
2016 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 9位
2015 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 8位
 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 5位
 インタープロトシリーズ プロフェッショナルクラス シリーズ チャンピオン

2014 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 8位
 SUPER GT（GT500クラス） スポット参戦
 インタープロトシリーズ プロフェッショナルクラス シリーズ チャンピオン 
 スーパー耐久 ST-1クラス シリーズ チャンピオン
2013 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 11位
 インタープロトシリーズ シリーズ チャンピオン
2012 全日本F3選手権 シリーズ チャンピオン
 ポルシェ カレラカップ ジャパン シリーズ チャンピオン
 フォーミュラチャレンジ・ジャパン シリーズ 2位
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ITOCHU ENEX TEAM IMPUL

生年月日 1987年12月29日
出身地 東京都

主な経歴

関口 雄飛
Yuhi Sekiguchi

2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 4位
 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 5位
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 4位
 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 13位
2016 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 3位
 日本プロスポーツ大賞新人賞獲得
 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 4位 
2015 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 11位 
2014 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 13位

2013 SUPER GT（GT500クラス）シリーズ 12位
 インタープロトシリーズ　シリーズ 2位
2012 SUPER GT（GT300クラス）シリーズ 6位
2011 全日本F3選手権（Cクラス）シリーズ チャンピオン
 SUPER GT（GT300クラス）シリーズ 13位
2010 全日本F3選手権（Cクラス）シリーズ 2位
 SUPER GT（GT300クラス）シリーズ 9位
2009 全日本F3選手権（Nクラス） シリーズ 5位
 SUPER GT（GT300クラス）シリーズ 22位
2008 SUPER GT（GT300クラス）シリーズ 37位
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 ドライバープロフィール ⑧

生年月日 1994年8月19日
出身地 ニュージーランド

ニック・キャシディ
Nick Cassidy

VANTELIN TEAM TOM’S

主な経歴

2014 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ チャンピオン
 日本プロスポーツ大賞功労賞獲得
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 5位
 FIA世界耐久選手権 シリーズ 8位
2013 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 4位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 3位
 FIA世界耐久選手権 シリーズ 12位
2012 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン シリーズ チャンピオン
 日本プロスポーツ大賞功労賞獲得
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 7位
 FIA世界耐久選手権 シリーズ 13位

2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 6位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 6位
 ル・マン24時間レース LMP1クラス 優勝
 日本プロスポーツ大賞特別賞獲得
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 5位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 6位
 FIA世界耐久選手権 シリーズ 2位 
2016 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 6位
 FIA世界耐久選手権 シリーズ 8位
2015 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 2位
 FIA世界耐久選手権 シリーズ ７位

生年月日 1985年1月11日
出身地  愛知県

中嶋 一貴
Kazuki Nakajima

37

36
VANTELIN TEAM TOM’S

主な経歴

2013 Toyota Racing Series シリーズ チャンピオン
2012 Toyota Racing Series シリーズ チャンピオン
2010 New Zealand Formula Ford シリーズ 2位（新人賞獲得）
2009 New Zealand Formula First シリーズ 2位（新人賞獲得）
2008 New Zealand Formula First Winter Series シリーズ チャンピオン

2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 2位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 2位
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 10位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ チャンピオン
2016 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 5位
 FIA F3 European Championship シリーズ 4位
2015 全日本F3選手権 シリーズ チャンピオン
 F3マカオGP 12位
2014 Eurocup Formula Renault 2.0 & FIA F3 European Championship 部分参戦
 F3マカオGP 3位
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38

JMS P.MU/CERUMO・INGING

生年月日 1981年4月23日
出身地 東京都

主な経歴

石浦 宏明
Hiroaki Ishiura

 ドライバープロフィール ⑨

2018 全日本F3選手権 シリーズ チャンピオン
 SUPER GT（GT300クラス） シリーズ 7位
 スーパー耐久シリーズ ST4クラス チャンピオン
 インタープロトシリーズ 5位
2017 全日本F3選手権 シリーズ 2位
 SUPER GT（GT300クラス） シリーズ 3位
 スーパー耐久シリーズ ST4クラス チャンピオン
 インタープロトシリーズ 3位
2016 全日本F3選手権 シリーズ 3位 
 インタープロトシリーズ 2位

2015 FIA F4選手権 シリーズチャンピオン
 インタープロトシリーズ 9位
2014 F4地方選手権 シリーズ チャンピオン
2013 フォーミュラチャレンジ・ジャパン シリーズ 5位
2012 フォーミュラチャレンジ・ジャパン シリーズ 7位
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JMS P.MU/CERUMO・INGING

坪井 翔
Sho Tsuboi

生年月日 1995年5月21日
出身地 埼玉県

主な経歴

2018 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 3位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 4位
2017 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ チャンピオン
 日本プロスポーツ大賞功労賞獲得
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 4位
2016 全日本スーパーフォーミュラ選手権 シリーズ 5位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 6位

2015 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ チャンピオン
 日本プロスポーツ大賞功労賞獲得
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 4位
 ニュルブルクリンク24時間レース クラス優勝
 インタープロトシリーズ3位
2014 全日本選手権スーパーフォーミュラ シリーズ 5位
 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 13位
 ニュルブルクリンク24時間レース クラス優勝
2013 SUPER GT（GT500クラス） シリーズ 7位
 ニュルブルクリンク24時間レース クラス 2位
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B-Max Racing with motopark

ルーカス・アウアー
Lucas Auer

生年月日 1994年9月11日
出身地 オーストリア

主な経歴

 ドライバープロフィール ⑩

2018 ドイツツーリングカー選手権（DTM） 7位
2017 ドイツツーリングカー選手権（DTM） 6位
2016 ドイツツーリングカー選手権（DTM） 12位
2015 ドイツツーリングカー選手権（DTM） 23位
2014 FIA Formula3 European Championship 4位
2013 FIA Formula3 European Championship 4位
2012 German Formula3 Championship 2位
 Toyota Racing Series 6位
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B-Max Racing with motopark

ハリソン・ニューウェイ
Harrison Newey

生年月日 1998年7月25日
出身地 イギリス

主な経歴
2018 European Le Mans Series 12位
 24Houers of Le Mans LMP2クラス10位
2017-18 Asian Le Mans Series 1位
2017 FIA Formula3 European Championship 11位
2016-17 MRF Challenge Formula 2000 Championship 1位
2016 FIA Formula European Championship 18位
2015-16 MRF Challenge Formula 2000 Championship 7位
2015 BRDC Formula4 Championship 2位
2014 BRDC Formula4 Winter Championship 9位
 French F4 Championship 20位
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TCS NAKAJIMA RACING

アレックス・パロウ
Alex Palou

生年月日 1997年4月1日
出身地 スペイン

主な経歴

 ドライバープロフィール ⑪

2018 FIA F3 European Championship 7位
2017 全日本F3選手権 Cクラス シリーズ 3位
2016 GP3 Series15位
2015 GP3 Series10位
2014 Euro Formula Open Championship 3位
 Spanish Formula3 Championship 2位
2013 Copan Campeones Kz 1位
2012 Copan Campeones K3 1位
2011 Spanish Campeones KF3 1位
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TCS NAKAJIMA RACING

牧野 任祐
Tadasuke Makino

生年月日 1997年6月28日
出身地 大阪府

主な経歴
2018 FIA Formula2 Championship 13位
2017 FIA Formula3 European Championship 15位
2016 全日本F3選手権 Cクラス シリーズ 5位
 SUPER GT（GT300クラス） スポット参戦
2015 FIA F4選手権 シリーズ 2位
 JAF F4 東日本シリーズ チャンピオン
 JAF F4 西日本シリーズ チャンピオン
 JAF F4 日本シ一決定戦 優勝

2014 JAF地方選手権Super-J 岡山シリーズ チャンピオン
 Super-FJ ドリームカップレース 優勝
 Super-FJ 日本一決定戦 優勝
2013 全日本カート選手権 KF-1クラスシリーズ 6位
2012 全日本カート選手権 KF-1クラスシリーズ 4位
2011 全日本カート選手権 FS125クラスシリーズ チャンピオン
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■ プロモーション施策

20

プロモーション施策

世界に通じるモータースポーツとして、年間動員数30万人を目標に様々なプロモーションを展開し、更なる認知向上を図って参ります。

 1  「新規顧客の開拓」
  世界で500万のユーザーが楽しむゲームソフト「グランツーリスモ」に、今年デビューの新型車両SF19が新加入します。
  これにより海外のモータースポーツファンへのスーパーフォーミュラの大きなアピールが期待されます。世界リリースは
  3月28日です。
　　　また、「グランツーリスモSF19」を身近に触れて頂くe-sportイベントを開催する予定です。
　　　さらに、新規ファンの開拓のため、新たなイベントや企画を実施して参ります。

 2  「既存ファンへのサービスの充実」
  サーキット来場の皆様へのサービスとして、オフィシャルステージでのトークショーをはじめ、エンジョイホンダ、TGRブ
  ースなど併催イベントとのコラボレーション企画を実施して参ります。また来場者に無料配布しているタブロイド紙
  「STAGE」及び、LiveTimingアプリもサービスの更なる充実を図って参ります。

 3  「海外への情報発信の充実」
  現在、公式Youtubeのレースダイジェスト動画について、今年からあらたに英語ナレーション・字幕を施した完全英語版を
  ご提供します。また、英語版SNS・WEBの充実も同時に進めると同時に、海外、特に欧州での配信ネットワークについても
  一層の拡充を図って参ります。

ライブタイミングアプリ

Youtube motorsport.com

グランツーリスモSF19

タブロイド紙「STAGE」

オフィシャルステージでのトークショー
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プロモーション施策

 4  「中継番組の強化」
  一昨年スタートしたBSフジの「決勝レース中継」を、今年は生放送から当日17時～18時55分の録画放送に変更し、レース 
  全体をより視聴者の多い時間帯でご覧頂きます。
  またBSフジ「スーパーフォーミュラGO ON！」も、今シーズンはルーキードライーバーなど注目のドライバーにフォーカス
  し、更に高密度な内容にグレードアップします。
　　　さらに、これらの番組のPRを拡充し、新たに制作するドライバーインタビュー動画も合わせ、SNS（Twitter、Facebook、
  Instagram）での積極的な告知を実施して参ります。
  また、今年もJSPORTSでは予選・決勝の完全生中継を継続いたします。

Facebook Twitter InstagramBSフジ「決勝レース中継」



■社会貢献活動
 1   「日本赤十字社とのタイアップ」
  JRPでは、2014年から積極的に日本赤十字社との取り組みを展開しています。
  毎年、5月8日の世界赤十字デーに合わせ行われる｢赤十字運動月間｣にあたるオートポリス大会では、チャリティーオークショ 
  ンを開催。オークションでお預かりした義援金の全額は日本赤十字社を通じて熊本地震などの被災地に届けられます。
  各サーキットにおいては、選手、監督らによる応援メッセージを 放映するなど様々な活動を行なっています。

 

 2   「小学校訪問授業の継続」
  2011年の東日本大震災の復興応援として始まった「スマイル・キッズ小学校訪問」。これまで16校を訪問、延べ1,800名
  を「日本の基幹産業である自動車産業」や、レース活動を通じて職業意識やチームワークの重要性などを学んでもらう授業を
  展開してまいりました。
  2015年からはスーパーフォーミュラ開催中のサーキットへも招待し、コントロールタワーやタイヤガレージ、ピット内など
  の施設見学も行っています。
  2019年も継続した活動を行い、モータースポーツへ接触する機会を提供していきます。

社会貢献活動
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映像配信／海外配信・放送／インターネット  SNS

映像配信                                                                                                         

■ Yahoo!  GYAO!
 大会終了10日後よりスーパーフォーミュラの決勝レースを全戦オンデマンドにて無料配信。
 ※配信日時は変更となる場合があります。

 http://gyao.yahoo.co.jp/sports/

■ YouTube
 予選ならびに決勝の競技映像をダイジェスト版にて当日夜配信。
 ※配信日時は変更となる場合があります。詳しくは予選ならびに決勝日の夜、「スーパーフォーミュラ オフィシャルウェブサイト」でご確認ください。

 superformulavideo-YouTube
 https://www.youtube.com/user/superformulavideo

海外配信／放送                                                                                                        

■motorsport.com（配信）

■motorsport.tv（放送）

インターネット／ SNS                                                                                                        
■オフィシャルWEBサイト
　http://superformula.net

■公式LiveTimingアプリ
　i OS,Android対応無料ライブタイミングアプリ「SUPERFORMULA」で検索

■オフィシャルfacebook
　https://www.facebook.com/superformula.official
　※公式ハッシュタグ『#sformula』

■オフィシャルTwitter
　https://twitter.com/super_formula
　※公式ハッシュタグ『#sformula』

■オフィシャルInstagram
　https://www.instagram.com/superformula_official
　※公式ハッシュタグ『#superformula』
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TV放送

TV放送                                                                                                                    

■ BSフジ『2019スーパーフォーミュラ選手権』

  一昨年から無料/全国放送のBSフジでスタートした「決勝レース中継」を今年も放送いたします。
　　 今年は昨年までの生放送から決勝レース当日の17時～18時55分という、より視聴者の多い時間帯での録画放送に変更し、レー
  ス前の見所・ルール解説、レース終了時の総括、そして表彰式まで、決勝レースの全体像をキチンと視聴者の皆様にご覧いただき
  ます。また、より多くの視聴者が見ることで、新たなファンの開拓が期待されます。
  今年の実況は、フジテレビでのモータースポーツ実況経験を持つベテラン2名が担当。解説には昨年に引き続き鈴木亜久里、技術 
  的知識が豊富な土屋武士、モータージャーナリストの古賀敬介があたります。また現役ドライバーでもある千代勝正がピットレポー
  ターを務めます。
   ○放送時間：決勝レース当日17：00～18：55　（最終戦のみ生放送14：00～15：55を予定）
       ※放送日時は都合により変更になる場合があります。
   ○実　　況：野崎昌一・塩原恒夫
   ○解　　説：鈴木亜久里・土屋武士・古賀敬介
   ○ﾋﾟｯﾄﾚﾎﾟｰﾄ：千代勝正

■ BSフジ『スーパーフォーミュラGO ON！』

  スーパーフォーミュラの情報番組として昨年新たなスタートを切った当番組。今年は内容を一新、今シーズン国内外から多
  くの若手ルーキードライバーなど注目のドライバーにフォーカスを当て、彼らにゆかりのある選手や監督をゲストに迎えて
  お送りします。
  本田朋子の進行、乃木坂46の樋口日奈のナレーションは今年も継続。レースのレビューやニュースも含め、よりグレードア 
 ップした新生「スーパーフォーミュラGO ON！」にご期待下さい。

   ○放送予定日：第1回  4月12日（金）
                       第2回  5月10日（金）
                       第3回  6月14日（金）
                       第4回  7月  5日（金）
                       第5回  8月  9日（金）
                       第6回  9月13日（金）
                       第7回10月11日（金）
   ○放 送 時 間：23：00～23：55　再放送日未定
    　　※放送日時は都合により変更になる場合があります。
   ○進　　   行：本田朋子
   ○ナレーター：樋口日奈（乃木坂46）

■J SPORTS『スーパーフォーミュラ2019』

  スーパーフォーミュラ全7戦の予選・決勝を完全生中継。再放送、ダイジェスト番組も放送します。
　　 ※放送スケジュールについては、「J SPORTSモータースポーツ」サイトの「スーパーフォーミュラ」ページをご確認下さい。
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 TV中継

■中継解説

TV解説者

鈴木 亜久里
Aguri Suzuki

1986年に全日本ツーリングカー選手権チャンピオン、1988
年に全日本F3000選手権チャンピオンを獲得した後、F1世界
選手権デビューを果たし、1990年にF1世界選手権日本グラン
プリにおいて日本人初の3位の快挙を成し遂げる。 その後、
"ARTA Project"を発足するなど若手育成に努めるとともに、
インディカーシリーズ、F1世界選手権、SUPER GT、 最高峰
電気自動車レースFormula Eなど、世界の主だったレースカテ
ゴリーで自身のチームを立ち上げ参戦している。これまで培っ
てきた、ドライバー、監督、チームオーナーの各目線で、今シー
ズンのスーパーフォーミュラを読み解きます。

TV解説者

古賀 敬介
Keisuke Koga

大学卒業後、モータースポーツ専門誌の編集部員として活動。
その後、フリーランスのジャーナリスト／フォトグラファーと
して、WRC、パリ-ダカールをはじめとするラリーや、インディ
500、CART、NASCARなどのアメリカンレースなど海外での
取材を重ねるほか、スーパーGT、フォーミュラ・ニッポン、ス
ーパーフォーミュラなどの国内レースにおいても積極的に取材
を行う。今シーズン、その国内以外のレース取材を通じて蓄積
した様々な情報をもとに、一歩踏み込んだわかりやすい解説を
行います。

TV解説者

土屋 武士
Takeshi Tsuchiya

フォーミュラ・ニッポンやスーパーＧＴなどの全日本のトップ
カテゴリーで活躍。ルマン24時間やニュルブルクリンク24時
間レースなど参戦経験もあるレーシングドライバー。 現在は、
第一線からは退き開発ドライバーとしての参戦や、若手育成や
人材育成のプロジェクトに携わりながら、エンジニアとドライ
バーを兼任しマシンをドライブする「プロレーサーエンジニア」
としても活躍している。 自身のチーム「つちやエンジニアリン
グ」のチーム代表兼監督でもある。
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 TV中継

■TV実況

TV実況

野崎 昌一
Masakazu Nozaki

元フジテレビアナウンサー。1987年よりフジテレビが全戦中
継を開始したF1グランプリ中継の記念すべき第1戦実況を担
当。1998年長野オリンピック、2000年シドニーオリンピック
でも実況し、「プロ野球ニュース」メインキャスターやプロ野球
中継やゴルフ中継を担当したスポーツアナウンサー。

TV実況

塩原 恒夫
Tsuneo Shiobara

フジテレビF1中継をはじめ、ゴルフ、フィギュアスケート、競
馬、野球、マラソンなどスポーツ番組を数多く担当。また、バラ
エティー番組も担当した経験を活かし、スーパーフォーミュラ
の実況中継で大会を盛り上げる。

中継レポーター

千代 勝正
katsumasa Chiyo

2006年NDDP(ニッサン・ドライバー・デベロップメント・プ
ログラム)のオーディションに参加しスカラシップを獲得。
2011年には全日本F3選手権 Nクラスシリーズチャンピオン。
その後スーパーGTでもGT300、GT500で活躍。2019年はブ
ランパンGT等に参戦しながらSUPER FORMULA PITレポー
ターに初挑戦。レーシングドライバーの観点からレポートをお
届けします。

■中継レポーター
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 場内実況・オフィシャルステージ

■場内実況・ステージ解説・MC

オフィシャルステージMC

水村 リア
Leah Mizumura

スーパーフォーミュラ・オフィシャルステージで、毎戦様々な
トークショーやイベントの司会進行を担当。得意の英語力を活
かし外国人ドライバーとのトークもこなせば、 テクノロジー・
ラボラトリーからレースクイーンオンステージまで、硬軟すべ
ての場面で持ち前のバイタリティーを発揮し会場を盛り上げます。

オフィシャルステージMC

笠原 美香
Mika Kasahara

BSフジ 「カンニングのDAI安★吉日!」の石浦宏明選手応援企画
ミュラ子として、2015年Rd.1鈴鹿にピンクのつなぎとヘルメ
ット、のぼりを持ってサーキットに初登場。その年最終戦、石
浦選手のチャンピオンがかかったレーススタート後、感極まり
涙をながしたのが語り草。翌年からは、中嶋一貴選手、ストフ
ェル・バンドーン選手、ピエール・ガスリー選手など、シリーズ
に参戦する選手を精力的に取材を重ね、モータースポーツファ
ンからも一目置かれる存在に。

場内実況

ピエール 北川
Pierre Kitagawa

レースの状況や場内の興奮、バトルの迫力を臨場感あふれる熱
い語り口で伝えてくれる名アナウンサー。2014年からスーパ
ーフォーミュラの全戦で場内実況アナウンサーを務め、JRP主
催のトークショーなどの司会進行も担当。

ECHNOLOGY LABO.主筆

両角 岳彦
Takehiko Morozumi

公式ウエブ「TECHNOLOGY LABORATORY」主筆、及びス
テージイベント「テクラボ」メイン解説者。「エンジニアたちの
作戦計画」では、毎回エンジニアたちの見えない戦いを浮き彫
りにします。「マシン」「タイヤ」「エンジン」「空力」など自動車評
論家としての独自目線で深掘りし、レースの真髄を解き明かし
ます。
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スーパーフォーミュラGO ON！

進行

本田 朋子
Tomoko Honda

元フジテレビアナウンサー。現在はフリーとなり多方面で活躍
中。スポーツ番組やバラエティ番組を数多く担当。スーパーフ
ォーミュラGO ON！の進行役を務める。

ナレーター

樋口 日奈（乃木坂46）
Hina Higuchi

番組にかかわるのは今年3年目となる。「スーパーフォーミュ
ラ」を完全網羅する情報番組としてリニューアルする中、ナレ
ーションを担当します。

■出演者
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　1950 年代に FIA 国際自動車連盟は「ドライバーズチャンピオンシップは純然たるレーシングマシンであるフォーミュラカー
によって競われる」ものと発表し、FIA 加盟各国はその精神を継承していった。

　日本においては 1973 年に始まる全日本 F2000 選手権、1978 年から全日本 F2 選手権、1987年から全日本 F3000 
選手権と変遷を繰り返しながらもトップフォーミュラでのチャンピオンシップが開催され、1995 年に株式会社日本レースプロ
モーション(JRP)の発足により翌年から全日本選手権フォーミュラ・ニッポンとして装いを新たにスタートした。

　2013 年より全日本選手権スーパーフォーミュラと名称を変更。「日本からアジアへ」、「F1、インディ、そして自身を第 3 
極」として位置付けることを明確化し、ハード、ソフトの両面で斬新な改革を行った。(2016 年シーズンより全日本スーパーフ
ォーミュラ選手権と名称変更)。

　2017 年から、BS フジでもスーパーフォーミュラ決勝レース中継を開始、多くのモータースポーツファンが決勝レースを 
TV 観戦できる環境が整った。

　日本でのフォーミュラレースは、その初期においては高橋国光、星野一義、そしてその後 F1 へ参戦することになる中嶋悟
らが黎明期を牽引。全日本 F3000 選手権時代にはミハエル・シューマッハーが、フォーミュラ・ニッポンからはラルフ・シュー
マッハー、エディ・アーバイン、高木虎之介らが活躍。F1 を目指す猛者たちがこぞって参戦した。

ABOUT SUPER FORMULA

ミハエル・シューマッハー エディ・アーバイン中嶋 悟
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　近年では、FIA 世界耐久選手権(WEC)チャンピオンのアンドレ・ロッテラーをはじめ、ブノワ・トレルイエ、ロイック・デュバル、
中嶋一貴らが参戦し全日本選手権タイトルを獲得。2015年には前年まで F1 に参戦していた小林可夢偉が凱旋参戦を果た
し、観衆を魅了している。2016 年には前年の GP2 チャンピオンのストフェル・バンドーン、翌 2017 年にも前年の GP2チ
ャンピオンであるピエール・ガスリーが参戦。両者とも F1 世界選手権へのフル参戦を果たすこととなり、本シリーズのコンペ
ティションの高さが世界からも注目される事となった。

　新たに始まる 2019 年シーズンには、ダニエル・ティクトゥム、アレックス・パロウ、アーテム・マルケロフ、牧野任祐など、
海外でも活躍する有望株も多数参戦することとなり、SUPER FORMULA への参戦・活躍がトップドライバーか否かの世界的
な評価基準となってきている。

　ハード面では、2014 年からイタリア ダラーラ社製の SF14 を採用。エンジンは 2 リッター直列 4 気筒直噴ターボエンジ
ン(NRE エンジン)がホンダ、トヨタにより供給され、継続的に燃焼効率の改善や出力の向上など様々な技術改良が図られてい
る。この SF14+NRE のパッケージは、レースのコンペティションレベルを押上げ、他に類を見ない僅差で激しい戦いを演出
することとなった。

　シャシーはSF14のコンセプトを継承し、より安全基準に対応したダラーラ社製 第2世代となるSF19を2019年から導入。
また、燃料流用リストリクターも引き続き使用する。オーバーテイクシステムは、昨年までのレース中20秒間5回から、トータ
ル100秒間をドライバーが任意のタイミングで使用できるシステムに変更された。

ABOUT SUPER FORMULA

中嶋一貴アンドレ・ロッテラー

小林可夢偉 ストフェル・バンドーン ピエール・ガスリー

SF19
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　タイヤは、2016 年からトップフォーミュラへの参戦が約 20 年ぶりとなった横浜ゴムが ADVAN レーシングタイヤのワンメ
イク供給を開始。安全性能、競技性能のみならず、全戦で 1 レース 2スペックタイヤ制の導入など、エンターテインメント性
も考慮した開発を行っている。

　選手権はシリーズ全7大会で開催されており、予選はノックアウト方式を採用、決勝レースは 250km を基本とし、ソフトと
ミディアムタイヤの装着を義務付けている。

　エンジンを除くと基本的にはワンメイクレースであり、それゆえに予選はほぼ全車が1秒以内という驚異的な次元で争われる
純粋なドライバーズ選手権であり、エンジニアリングレースでもある。またシリーズは鈴鹿サーキットや富士スピードウェイ、ツ
インリンクもてぎと言った世界選手権を開催するサーキットで行われるのはもちろんのこと、一瞬のミスも許されない緊張感が
あることから外国人ドライバーに評価の高い SUGO、岡山国際、オートポリスといったいわゆるオールドスタイルコースでも開
催され、よりコンペティティブなレースを生み出している。

ABOUT SUPER FORMULA



Series Partner

本田技研工業株式会社
http://www.honda.co.jp/

トヨタ自動車株式会社
http://www.toyota.co.jp/

Series Supporter

Promotion Partner Broadcasting Partner

株式会社ジェイ・スポーツ
http://www.jsports.co.jp/

日立オートモティブシステムズ株式会社
http://www.hitachi-automotive.co.jp/

人気酒造株式会社
http://www.ninki.co.jp/

横浜ゴム株式会社
http://www.yrc.co.jp/

シリーズパートナー／シリーズサポーター／プロモーションパートナー

ソニー株式会社
https://www.sony.jp/cyber-shot/RX0

株式会社BSフジ
http://www.bsfuji.tv/
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 本リリースに関するお問い合わせ
 株式会社日本レースプロモーション
 〒102‒0074
 東京都千代田区九段南2‒3‒25 平安堂ビル3F
 TEL: 03‒3237‒0131　FAX: 03‒3237‒0135
 http://www.superformula.net/
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